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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含んでなる表示部を備える電気泳動表示装置であって、
　複数の画素電極が形成された第一基板と、
　共通電極信号が供給される共通電極が形成された第二基板と、
　前記第一基板と前記第二基板の間に設けられ、前記画素電極及び前記共通電極相互間に
形成される電界の強さに応じて電気泳動粒子の空間分布状態が変化する表示材料と、
　前記画素電極と前記第一基板との間に設けられる複数のデータ信号線と、
　前記画素電極と前記第一基板との間であって前記データ信号線の上側又は下側に設けら
れ、前記データ信号線に対して交差する複数の走査信号線と、
　前記第一基板の上側であって前記共通電極及び前記第二基板の端部よりも平面的に内側
に設けられ、前記複数のデータ信号線に対して前記電気泳動粒子の空間分布状態の制御に
用いるデータ信号を供給するデータ信号処理回路と、
　前記第一基板の上側であって前記共通電極及び前記第二基板の端部よりも平面的に内側
に設けられ、前記複数の走査信号線に対して前記電気泳動粒子の空間分布状態の制御に用
いる走査信号を供給する走査信号処理回路と、
　前記共通電極の周辺領域に対向するように、前記第一基板の上側に絶縁膜を介して設け
られており、少なくとも前記走査信号処理回路及び前記データ信号処理回路の形成領域を
平面的に覆うように重畳して配置されて、ダミー電極制御信号が供給されるダミー電極と
、を備え、
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　前記共通電極信号の表示画像をリセットするリフレッシュ期間において前記ダミー電極
制御信号の信号レベルが設定されることにより、前記共通電極と前記ダミー電極相互間の
電気泳動粒子が所定の表示色となるようになされる、電気泳動表示装置。
【請求項２】
　更に、前記共通電極信号のリフレッシュ期間に後続する書込期間において前記ダミー電
極制御信号の信号レベルが設定されることにより、前記共通電極と前記ダミー電極相互間
の電気泳動粒子が所定の表示色となるようになされる、請求項１に記載の電気泳動表示装
置。
【請求項３】
　前記ダミー電極制御信号は、前記ダミー電極と前記共通電極とが常に同電位となるよう
に変化する信号である、請求項１に記載の電気泳動表示装置。
【請求項４】
　前記ダミー電極制御信号は、低電圧側の定電圧電源Ｖｓｓに供給される信号と同一の信
号である、請求項１に記載の電気泳動表示装置。
【請求項５】
　前記ダミー電極は、前記表示部の周辺に額縁状に設けられる、請求項１に記載の電気泳
動表示装置。
【請求項６】
　前記表示材料は、液相分散媒と電気泳動粒子とを含む電気泳動分散液である、請求項１
に記載の電気泳動表示装置。
【請求項７】
　前記電気泳動分散液は、マイクロカプセルに封入されている、請求項６に記載の電気泳
動表示装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかに記載の電気泳動表示装置を備える電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素電極を配置した基板と対向電極を有する対向基板との間に液相分散媒と
電気泳動粒子とを含む電気泳動分散液を封入して構成される電気泳動表示装置、又はこれ
に類する構造を採用した電気光学装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気泳動表示装置は、マトリクス状に画素電極を配置した基板と対向電極を有する対向
基板との間に液相分散媒と電気泳動粒子とを含む電気泳動分散液を表示材料として封入す
ることで構成されており、画素電極と対向電極との間の電位差に応じて電気泳動粒子の分
布状態が変化し電気泳動分散液の光学特性変化を利用して画像が形成される。このような
電気泳動表示装置の従来例は、例えば、特開２００１－１２５１４９号公報（特許文献１
）に開示されている。電気泳動表示装置の駆動方法は、単純マトリクス駆動とアクティブ
マトリクス駆動とに大きく分けられる。一般に、電気泳動表示材料は明確な閾値特性を示
さないため、各画素電極に個別に設けたスイッチング素子をそれぞれ接続し、このスイッ
チング素子によって各画素が制御できるアクティブマトリクス駆動を採用するのが好まし
い。
【０００３】
　図９は、従来のアクティブマトリクス駆動型の電気泳動表示装置の構成例を説明するブ
ロック図である。図９に示す電気泳動表示装置６００は、複数のデータ信号線６０１と、
これらのデータ信号線６０１に交差する複数の走査信号線６０２と、データ信号線６０１
に接続されたデータ信号処理回路６０３と、走査信号線６０２に接続された走査信号処理
回路６０４と、データ信号線６０１と走査信号線６０２との各交点に設けられたスイッチ
ング素子６０５及び画素部６０６と、を含んで構成されている。データ信号処理回路６０
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３及び走査信号処理回路６０４は、それぞれシリアル入力／パラレル出力のシフトレジス
タを含み、それにより入力線の本数を低減するように構成されている。すなわち、シフト
レジスタの一端から入力されるパルス入力はクロックに同期して順々に送られることによ
りパラレル・データに変換され、シフトレジスタ以外の回路により適当な変換（ラッチ、
レベルシフタ等）が施された後に、データ信号及び走査信号として出力される。
【０００４】
　ここで、データ信号処理回路６０３及び走査信号処理回路６０４からデータ信号線６０
１及び走査信号線６０２へ適宜信号を供給し、スイッチング素子６０５のオン／オフ状態
を制御することにより、画素部６０６に対して電気的作用を及ぼすことが出来る。例えば
、データ信号線６０１に対して何らかのデータ信号を供給した状態で、複数の走査信号線
６０２のうちのいずれか一本だけを選択するような走査信号を供給すると、選択された走
査信号線６０２に接続されたスイッチング素子６０５がオンとなり、データ信号線６０１
と画素部６０６とが実質的に導通する。このとき、データ信号線６０１に供給されている
信号（電圧）は、オンとなったスイッチング素子６０５を介して画素部６０６に供給され
ることになる。一方、選択されていない走査信号線に接続されたスイッチング素子６０５
はオフのままであり、データ信号線６０１と画素部６０６とは実質的に非導通である。こ
のようなアクティブマトリクス駆動型の電気泳動表示装置６００においては、所望の走査
信号線６０２に接続されたスイッチング素子６０５だけを選択的にオン／オフすることが
できるので、クロストークの問題が生じにくく、また、回路動作の高速化が可能である。
【０００５】
　図１０は、従来の構成例の電気泳動表示装置の構成を説明する断面図である。図１０に
示すように、各画素部６０６においては、第一基板６１２上に形成された画素電極６０７
と、第二基板６１３上に形成された共通電極６０８とが所定の間隔（通常は数μｍから数
十μｍ程度）を持って対向して配置され、これらの電極で形成された空間に、液相分散媒
６０９と電気泳動粒子６１０とを含む電気泳動分散液６１１が封入されている。第一基板
６１２と画素電極６０７との間には半導体層６１４が介在しており、当該半導体層６１４
には、スイッチング素子６０５や前述のデータ信号処理回路６０３及び走査信号処理回路
６０４などが含まれる。ここで、図１０では説明の便宜上、データ信号線６０１と走査信
号線６０２とは省略されている。かかる構造において、共通電極６０８を所定の電圧に保
持した状態で前述のような操作を行い画素電極６０７に所望のデータ信号（電圧）を供給
すると、共通電極６０８と画素電極６０７との間に発生する電圧差（電界）に応じて電気
泳動粒子６１０が泳動し、その空間分布状態が変化する。このような原理から、各画素部
６０６に供給するデータ信号（電圧）を適当に制御することにより、所望の画像を得るこ
とが出来る。
【０００６】
　ところで、上述したような電気泳動表示装置では、その材料特性上、直流電圧の印加や
電界の形成によって電気泳動粒子６１０が泳動してしまう。つまり、電気泳動粒子６１０
を制御するために印加する電圧によって表示部以外の個所で、電気泳動粒子６１０に影響
を与えるような一定方向の電界が形成されてしまう状態では、上記電気泳動粒子６１０の
泳動が確認される。その結果、表示画面上に斑や輝線等が発生し、表示品質が悪化すると
いう不都合が生じる場合がある。同様な不都合は、電気泳動現象に類する物理現象を利用
した電気光学装置一般に言えることである。
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－１２５１４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明は、電気光学装置における表示品質の向上を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　第一の態様の本発明は、複数の画素を含んでなる表示部を備える電気光学装置であって
、複数の画素電極が形成された第一基板と、共通電極が形成された第二基板と、上記第一
基板と上記第二基板の間に設けられ、上記画素電極及び上記共通電極を介して与えられる
電気的刺激に応じて光学特性が変化する表示材料と、上記画素電極と上記第一基板との間
に設けられる複数のデータ信号線と、上記画素電極と上記第一基板との間であって上記デ
ータ信号線の上側又は下側に設けられ、上記データ信号線に対して交差する複数の走査信
号線と、上記第一基板の上側であって上記共通電極及び上記第二基板の端部よりも平面的
に内側に設けられ、上記複数のデータ信号線に対して上記表示材料の光学特性の制御に用
いるデータ信号を供給するデータ信号処理回路と、上記第一基板の上側であって上記共通
電極及び上記第二基板の端部よりも平面的に内側に設けられ、上記複数の走査信号線に対
して上記表示材料の光学特性の制御に用いる走査信号を供給する走査信号処理回路と、上
記第一基板の上側で絶縁膜を介して設けられており、少なくとも上記走査信号処理回路及
び上記データ信号処理回路の形成領域を平面的に覆うように重畳して配置されるダミー電
極と、を備えることを特徴とする電気光学装置である。そして、例えば、外部駆動装置か
ら上記ダミー電極に対する所定のダミー電極制御信号を供給可能に電気光学装置を構成す
ることによって、ダミー電極に対する電圧印加がなされる。
【００１０】
　かかる構成によれば、ダミー電極に電圧を印加することにより、ダミー電極と共通電極
との間の表示材料の光学特性を制御可能となる。よって、データ信号処理回路や走査信号
処理回路による影響をトレードオフできるような光学特性を実現する電圧を印加すること
により輝線や斑の発生を抑制して、電気光学装置の表示品質を向上させることが可能とな
る。
【００１１】
　上記ダミー電極制御信号は、上記ダミー電極と上記共通電極とが常に同電位となるよう
に変化する信号であることが好ましい。
【００１２】
　これにより、ダミー電極に供給された電位と共通電極に供給された電位とで形成される
電位差がなくなるため、データ信号処理回路等の影響を抑制し、ダミー電極近傍における
表示材料の光学特性を一定に保つことができる。
【００１３】
　また、上記ダミー電極制御信号は、低電圧側の定電圧電源Ｖｓｓに供給される信号と同
一の信号であることも好ましい。
【００１４】
　これにより、共通電極の入力信号で発生する容量やノイズ等に影響されて、走査信号処
理回路及びデータ信号処理回路の特性変動や誤動作等を防止することができる。
【００１５】
　好ましくは、上記ダミー電極は、上記表示部の周辺に額縁状に設けられる。
【００１６】
　これにより、表示部の周辺エリアの表示材料を全て同じ光学特性に制御することが可能
となる。したがって、ダミー電極制御信号の内容を変えることにより表示部の周辺エリア
を任意の表示色に制御し、例えば、黒い額縁、白い額縁等の状態を実現することができる
。
【００１７】
　好ましくは、上記表示材料は、液相分散媒と電気泳動粒子とを含む電気泳動分散液であ
る。
【００１８】
　これにより、表示品質に優れた電気泳動表示装置が得られる。
【００１９】
　また、上記電気泳動分散液は、マイクロカプセルに封入されていることが好ましい。
【００２０】
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　これにより、電気泳動粒子の沈降や凝集を減少させ、表示品質を更に向上することがで
きる。
【００２１】
　第二の態様の本発明は、上記の電気光学装置を備えて構成される電子機器である。ここ
で「電子機器」とは、電気回路や表示部などを備えた機器一般をいい、その構成に特に限
定はない。かかる電子機器としては、例えば、いわゆる電子ペーパ、ＩＣカード、携帯電
話、ビデオカメラ、パーソナルコンピュータ、ヘッドマウントディスプレイ、リア型また
はフロント型のプロジェクター、テレビジョン（ＴＶ）、ロールアップ式ＴＶ、ファクシ
ミリ、デジタルカメラ、ＰＤＡ、電子手帳等が含まれる。
【００２２】
　これにより、表示品質の優れた表示部を備える電子機器を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００２４】
　図１は、一実施形態の電気泳動表示装置の構成を説明するブロック図である。図２は、
図１に示す電気泳動表示装置の回路構成を説明する図である。図３は、図１に示す電気泳
動表示装置のIII－III線における断面構造を模式的に示す図である。
【００２５】
　図１～図３に示す本実施形態の電気泳動表示装置１００は、複数の画素を含んでなる表
示部１２０を備え、当該表示部１２０を制御することによって画像表示を行うものであり
、複数のデータ信号線１０１、複数の走査信号線１０２、データ信号処理回路１０３、走
査信号処理回路１０４、スイッチング素子１０５、画素部１０６、画素電極１０７、共通
電極１０８、電気泳動分散液１１１、第一基板１１２、第二基板１１３、半導体層１１４
、ダミー電極１１５、共通電極接続用電極１１６、外部接続端子１１７、導電材１１８、
を含んで構成されている。
【００２６】
　第一基板１１２は、画素電極１０７等を支持するものであり、ガラス、プラスチック等
からなる。第一基板１１２の上面には半導体層１１４が設けられている。
【００２７】
　半導体層１１４は、上述したデータ信号処理回路１０３、走査信号処理回路１０４、ス
イッチング素子１０５などが含まれており、最表面は酸化硅素膜などの絶縁膜によって覆
われている。より詳細には、半導体層１１４には多数の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）が含
まれており、これらを適宜組み合わせることによってデータ信号処理回路１０３や走査信
号処理回路１０４がそれぞれ構成されている。同様に、半導体層１１４に含まれる一又は
複数の薄膜トランジスタを用いて各スイッチング素子１０５が構成されている。本実施形
態の半導体層１１４は、公知の薄膜転写技術を用いて、石英基板等の素子形成に適した高
品質な基板上で形成した半導体層１１４を第一基板１１２へ転写することによって形成さ
れている。
【００２８】
　画素電極１０７は、第一基板１１２の上側（本例では半導体層１１４の上面）に設けら
れている。これらの画素電極１０７は、例えばＩＴＯ膜などの導電膜を所定形状にパター
ニングすることによって形成されている。
【００２９】
　ダミー電極１１５は、第一基板１１２の上側（本例では半導体層１１４の上側）に設け
られており、表示部１２０の周辺に額縁状に設けられる（図１参照）。このダミー電極１
１５は、例えばＩＴＯ膜などの導電膜を所定形状にパターニングすることによって形成さ
れている。本例では、画素電極１０７の形成時に併せてダミー電極１１５を形成している
。
【００３０】



(6) JP 4844708 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

　なお、このダミー電極１１５は、少なくともデータ信号処理回路１０３及び走査信号処
理回路１０４の形成領域を平面的に覆うように重畳して配置されていればよい。この場合
の構成例を図４に示す。図４に示す電気泳動表示装置１００ａでは、各ダミー電極１１５
ａは、データ信号処理回路１０３及び走査信号処理回路１０４の形成領域のほぼ直上に当
該形成領域を覆うように設けられている。
【００３１】
　共通電極接続用電極１１６は、導電材１１８と協働して、第二基板１１３側に設けられ
る共通電極１０８を第一基板１１２側の回路と電気的に接続する機能を担う。この共通電
極接続用電極１１６は、例えばＩＴＯ膜などの導電膜を所定形状にパターニングすること
によって形成されている。本例では、画素電極１０７の形成時に併せて共通電極接続用電
極１１６を形成している。
【００３２】
　外部接続端子１１７は、本実施形態の電気泳動表示装置１００を上位装置と接続するた
めのインタフェースであり、電気泳動表示装置１００の外縁近傍の所定位置（本例では図
中左下側）に設けられている。
【００３３】
　第二基板１１３は、共通電極１０８等を支持するものであり、ガラス、プラスチック等
からなる。
【００３４】
　共通電極１０８は、第二基板１１３の上側の略全面に設けられている。この共通電極１
０７は、例えばＩＴＯ膜などの導電膜によって形成されている。
【００３５】
　電気泳動分散液１１１は、第一基板１１２と第二基板１１３の間に設けられ、画素電極
１０７及び共通電極１０８を介して与えられる電気的刺激（本例では電位差）に応じて光
学特性が変化する。本実施形態の電気泳動分散液１１１は、液相分散媒と電気泳動粒子と
を含んでおり、マイクロカプセルに封入されている。各画素電極１０７と共通電極１０８
との間に電気泳動分散液１１１を封入したマイクロカプセルが配置されることにより、各
画素電極１０７によって画定される領域ごとに電気泳動素子が構成される。この電気泳動
素子とこれに並列に接続されるキャパシタ（図示しないが半導体層１１４に含まれる）と
を含んで画素部１０６が構成されており、当該画素部１０６に対する電圧の印加状態がス
イッチング素子１０５によって制御される。
【００３６】
　複数のデータ信号線１０１は、画素電極１０７と第一基板１１２との間（本例では半導
体層１１４内）に設けられており、データ信号処理回路１０３により生成されるデータ信
号を各スイッチング素子１０５に伝達する機能を担う。
【００３７】
　複数の走査信号線１０２は、画素電極１０７と第一基板１１２との間（本例では半導体
層１１４内）であってデータ信号線１０１の上側又は下側に、データ信号線１０１に対し
て交差して設けられており、走査信号処理回路１０４により生成される走査信号を各スイ
ッチング素子１０５に伝達する機能を担う。
【００３８】
　データ信号処理回路１０３は、複数のデータ信号線１０１に対して電気泳動分散液１１
１の光学特性の制御に用いるデータ信号を供給する。本実施形態のデータ信号処理回路１
０３は、図２に示すように、第一基板１１２の上側（本例では半導体層１１４内）であっ
て、共通電極１０８及び第二基板１１３の端部よりも平面的に内側に位置するように設け
られている。
【００３９】
　走査信号処理回路１０４は、複数の走査信号線１０２に対して電気泳動分散液１１１の
光学特性の制御に用いる走査信号を供給する。本実施形態の走査信号処理回路１０４につ
いてもデータ信号処理回路１０３と同様に、第一基板１１２の上側（本例では半導体層１
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１４内）であって、共通電極１０８及び第二基板１１３の端部よりも平面的に内側に位置
するように設けられている（図示を省略）。
【００４０】
　本実施形態の電気泳動表示装置１００（又は１００ａ）はこのような構成を有しており
、次にダミー電極１１５（又は１１５ａ）に対して供給される制御信号の内容について詳
細に説明する。なお、以下の説明ではダミー電極１１５を例にして説明するが、図４に示
す構成例の電気泳動表示装置１００ａにおけるダミー電極１１５ａに対しても同様の制御
信号を供給することができる。また以下では、ダミー電極１１５に対して供給される制御
信号を「ダミー電極制御信号」と称して説明を行う。このダミー電極制御信号は、例えば
、電気泳動表示装置１００とは別の外部駆動装置（上位装置）から供給される。
【００４１】
　図５は、ダミー電極制御信号の一例を説明する波形図である。図５に示す例では、ダミ
ー電極１１５には、リフレッシュ期間（リセット期間）においてＨレベル、その後の書き
込み期間においてＬレベルとなるダミー電極制御信号が供給される（図５（Ａ））。この
ダミー電極制御信号は、共通電極１０８に供給される共通電極信号と同じ波形の信号であ
る（図５（Ｂ））。すなわち、本実施形態ではダミー電極制御信号として、ダミー電極と
共通電極とが常に同電位となるように変化する信号が与えられる。また、図５に示す例で
は、リフレッシュ期間においては全走査線１０２に対してＨレベルの走査信号が与えられ
る（図５（Ｃ）～図５（Ｅ））。このとき、全データ信号線１０１にはＬレベルのデータ
信号が与えられていることから、各画素電極１０７と共通電極１０８との間には所定の電
位差（例えば１０Ｖ程度）が生じることになり、全ての画素部１０６が所定色（例えば、
白色）に対応した光学特性に制御される。その後、各走査線１０２に対して順次、走査信
号が与えられ（図５（Ｃ）～図５（Ｅ））、表示すべき内容に応じたデータ信号の書き込
みがなされ（図５（Ｆ）～図５（Ｈ））、各画素部１０６の光学特性が制御される。
【００４２】
　図５に例示するような駆動波形を採用することにより、ダミー電極１１５に供給された
電位と共通電極１０８に供給された電位とで形成される電位差がなくなるため、データ信
号処理回路１０３等の影響を抑制し、ダミー電極１１５の近傍における電気泳動分散液１
１１の光学特性を一定に保つことができる。
【００４３】
　図６は、ダミー電極制御信号の他の例を説明する波形図である。図６に示す例では、ダ
ミー電極１１５には、リフレッシュ期間においてＬレベル、その後の書き込み期間におい
てもＬレベルであるダミー電極制御信号が供給される（図６（Ａ））。本例のダミー電極
制御信号は、低電圧側の定電圧電源Ｖｓｓに供給される信号と同一の信号とされている。
共通電極１０８には、リフレッシュ期間においてＨレベル、その後の書き込み期間におい
てＬレベルとなる共通電極信号が供給される（図６（Ｂ））。また、図６に示す例では、
リフレッシュ期間においては全走査線１０２に対してＨレベルの走査信号が与えられる（
図６（Ｃ）～図６（Ｅ））。このとき、全データ信号線１０１にはＬレベルのデータ信号
が与えられていることから、各画素電極１０７と共通電極１０８との間には所定の電位差
（例えば１０Ｖ程度）が生じることになり、全ての画素部１０６が所定色（例えば、白色
）に対応した光学特性に制御される。その後、各走査線１０２に対して順次、走査信号が
与えられ（図６（Ｃ）～図６（Ｅ））、表示すべき内容に応じたデータ信号の書き込みが
なされ（図６（Ｆ）～図６（Ｈ））、各画素部１０６の光学特性が制御される。
【００４４】
　図６に例示するような駆動波形を採用することにより、共通電極１０８の入力信号で発
生する容量やノイズ等に影響されて、走査信号処理回路１０４及びデータ信号処理回路１
０３の特性変動や誤動作等を防止することができる。すなわち、従来の構成では、書き込
み時と消去時とで共通電極１０８の電位を可変(所謂コモン振り)にしていることから共通
電極６０８の電位が変動するため、共通電極６０８とデータ信号処理回路６０１及び走査
線信号処理回路６０２との相互間で容量成分が生じたり、ノイズが発生したりする場合が
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ある。そして、これらの容量成分やノイズに影響されて、走査線制御回路１０４及びデー
タ信号制御回路１０３が動作不安定となったり、誤動作したりする場合があったが、図６
に例示するようなダミー電極制御信号を採用することにより、当該不都合を回避できるよ
うになる。
【００４５】
　図７は、ダミー電極制御信号の他の例を説明する波形図である。図７では、ダミー電極
１１５に対応する領域を黒色表示に制御するための駆動波形の例が説明されている。図７
に示す例では、ダミー電極１１５には、リフレッシュ期間においてＬレベル、その後の書
き込み期間の初めにおいてＨレベル（例えば１０Ｖ）であるダミー電極制御信号が供給さ
れる（図７（Ａ））。共通電極１０８には、リフレッシュ期間においてＨレベル、その後
の書き込み期間においてＬレベルとなる共通電極信号が供給される（図７（Ｂ））。これ
により、ダミー電極に対して黒色書き込みがなされることになり、表示部１２０の周辺（
額縁部分）の表示色を黒色にすることができる。なお、このときのダミー電極制御信号を
中間的なレベル（例えば５Ｖ程度）とすることによって、中間色の書き込みを行うことも
できる。書き込み期間においてダミー電極制御信号に任意の電位を与えることによって、
表示部１２０の周辺の表示色を任意に制御できる。また、図７に示す例においても、リフ
レッシュ期間においては全走査線１０２に対してＨレベルの走査信号が与えられる（図７
（Ｃ）～図７（Ｅ））。このとき、全データ信号線１０１にはＬレベルのデータ信号が与
えられていることから、各画素電極１０７と共通電極１０８との間には所定の電位差（例
えば１０Ｖ程度）が生じることになり、全ての画素部１０６が所定色（例えば、白色）に
対応した光学特性に制御される。その後、各走査線１０２に対して順次、走査信号が与え
られ（図７（Ｃ）～図７（Ｅ））、表示すべき内容に応じたデータ信号の書き込みがなさ
れ（図７（Ｆ）～図７（Ｈ））、各画素部１０６の光学特性が制御される。
【００４６】
　次に、本実施形態にかかる電気泳動表示装置１００（又は１００ａ）を備える電子機器
の例について説明する。
【００４７】
　図８は、電子機器の例について説明する斜視図であり、電子機器の一例としていわゆる
電子ペーパが例示されている。図８（Ａ）に示すように、本実施形態の電子ペーパは、上
述した実施形態の電気泳動表示装置１００（又は１００ａ）を用いて表示部が構成されて
いる。また、図８（Ｂ）は、電子ペーパを２つ折りに構成した場合の例であり、電気泳動
表示装置１００（又は１００ａ）を用いて各表示部が構成されている。なお、例示の電子
ペーパの他にも、表示部を備える各種の電子機器（例えば、ＩＣカード、ＰＤＡ、電子手
帳等）について上述した実施形態にかかる電気泳動表示装置を適用し得る。
【００４８】
　このように本実施形態によれば、ダミー電極に電圧を印加することにより、ダミー電極
と共通電極との間の電気泳動分散液の光学特性を任意に制御可能となる。よって、データ
信号処理回路や走査信号処理回路による影響をトレードオフできるような光学特性を実現
する電圧を印加することにより輝線や斑の発生を抑制して、電気光学装置の表示品質を向
上させることが可能となる。
【００４９】
　なお、本発明は上述した実施形態の内容に限定されるものではなく、本発明の要旨の範
囲内において種々の変形実施が可能である。例えば、上述した実施形態では、電気光学装
置の一例として表示材料に電気泳動分散液を用いる電気泳動表示装置を挙げたが、これに
類する原理を採用する他の電気光学装置に対しても同様にして本発明を適用し、表示品質
の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】一実施形態の電気泳動表示装置の構成を説明するブロック図である。
【図２】図１に示す電気泳動表示装置の回路構成を説明する図である。
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【図３】図１に示す電気泳動表示装置のIII－III線における断面構造を模式的に示す図で
ある。
【図４】電気泳動表示装置の他の構成を説明するブロック図である。
【図５】ダミー電極制御信号の一例を説明する波形図である。
【図６】ダミー電極制御信号の他の例を説明する波形図である。
【図７】ダミー電極制御信号の他の例を説明する波形図である。
【図８】電子機器の例について説明する斜視図である。
【図９】従来のアクティブマトリクス駆動型の電気泳動表示装置の構成例を説明するブロ
ック図である。
【図１０】従来の構成例の電気泳動表示装置の構成を説明する断面図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１００…電気泳動表示装置、１０１…データ信号線、１０２…走査信号線、１０３…デ
ータ信号処理回路、１０４…走査信号処理回路、１０５…スイッチング素子、１０６…画
素部、１０７…画素電極、１０８…共通電極、１１１…電気泳動分散液、１１２…第一基
板、１１３…第二基板、１１４…半導体層、１１５…ダミー電極、１１６…共通電極接続
用電極、１１７…外部接続端子、１１８…導電材、１２０…表示部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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